
 

 

Ｃ 特別支援教育 

１ テーマ   高等学校における通級による指導の充実 

～情報共有システム構築と授業づくりの実践をとおして～ 

 

２ 発表の概要 

  今年度は、〈卒業後の就労自立に焦点化した授業づくり〉と〈学びの汎化を目指した情報共有

システムの構築〉を研究の２本柱にして、実践研究を行った。分科会では研究の概要について

説明を行い、その後、実践協力校である県立荒川高等学校から取り組みの成果と課題を報告い

ただいた。 

 

研究の１本目の柱として、作業的活動を取り入れた自立活動の授業づくりを提案した（図

１）。これは、生徒が実際の作業をとおして自己理解を深め、個々の課題解決に向けて取り組む

ことをねらいとしている。単元の始めに、生徒は自校化した「就労のためのチェックリスト

（図２）」で自己評価を行い、それぞれの課題を設定する。そして、１単位時間の中で作業日誌

の記入（Plan）から作業的活動の実施（Do）、終了後の振り返り（Check）と改善点の明確化

（Act）までのＰＤＣＡサイクルを回し（図３）、生徒はその中で自己理解を深め、課題解決に

取り組んだ。「就労のためのチェックリスト」は、その後も定期的に活用し、生徒自らが課題の

達成度を確認した。 

 

研究の２本目の柱として、「連携型-個別の指導計画」の活用を提案した。「連携型-個別の指導

計画」には学級担任と通級指導担当者の記入欄を設け、両者が話し合いながら計画を作成する形

式にした。他に、先述の「就労のためのチェックリスト」に生徒本人の回答欄だけでなく、学級

担任や保護者の評価欄を設け、複数の視点から評価し、課題を整理した上で支援できるようにし

た。このように、「個別の指導計画」や「チェックシート」を介して、学級担任や通級担当者が指

導内容や生徒の変容等を日常的に情報共有することで、校内支援体制の充実を目指した。 

   

実践協力校からは、生徒が自己理解を深 

め、主体的に課題に取り組む様子が見られた 

との報告があった。将来の自分の姿をイメー 

ジしながら目の前の課題に取り組み、生徒が 

やりがいをもって活動に取り組める授業づく 

りと支援体制づくりを今後も模索していきた 

い。 
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